
 

　　DPと授業到達目標との関係〔◎特に関係するもの〕

必修 選択 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・協働性・倫理性

 スポーツ学研究概論 講義 2 1前 ◎
 スポーツ科学特論 講義 2 1前 ◎
 スポーツ運動・方法学特論 講義 2 1前 ◎
 スポーツ心理学特論 講義 2 1前 ◎
 スポーツマネジメント特論 講義 2 1後 ◎
 スポーツ科学分析特論 講義 2 1後 ◎
 スポーツ社会学特論 講義 2 1後 ◎
 トレーニング科学特論 講義 2 1後 ◎
 スポーツ栄養学特論 講義 2 1前 ◎
 健康・長寿特論 講義 2 1前 ◎
 保健体育科教育学特論 講義 2 1前 ◎
 健康教育学特論 講義 2 1前 ◎
 発達教育心理学特論 講義 2 1後 ◎
 武道学特論 講義 2 1前 ◎
 コーチング特論 講義 2 1前 ◎
 ストレングス＆コンディショニング演習 演習 1 1後 ◎
 体力科学特論 講義 2 1後 ◎
 アスレティックトレーニング特論 講義 2 1前 ◎
 スポーツ医学特論 講義 2 1前 ◎
 機能解剖学特論 講義 2 1後 ◎
 応用アスレティックリハビリテーション演習 演習 1 2前 ◎
 栄養教育特論 講義 2 1前 ◎
 栄養教育演習 演習 1 2前 ◎
 栄養生理・生化学特論 講義 2 2前 ◎
 スポーツ学フィールド演習 演習 1 1後 ◎
 修了研究Ⅰ 講義 4 1通 ◎
 修了研究Ⅱ 講義 4 2通 ◎

令和６年度カリキュラムマップ（スポーツ学研究科）

修了認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）
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【主体性・協働性・倫理性】
専門性を併せ持ったスポーツ指導者・健康づくり指導者として、高い倫理性をもって自らを律し、主体的に物事を考え、自己の判断と責任を持って行動する力を身に付けている。また、地域
や社会の一員として、自ら進んで他者との協働を通じ、地域スポーツの発展に寄与し、かつグローバルな視野に立つための活動を率先して行動できる力を身に付けている。
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修了認定・学位授与の方針（DP）と授業到達目標との関係

【知識・技能】
修士（スポーツ学）として相応しい専門知識の理論的思考を身に付け、専門性の高い高度な理論・指導技法の理論的な学問体系の基礎を理解し、専門知識と技能を身に付けている。

【思考力・判断力・表現力】
専門分野の知識・技能を用いて、高度専門的職業人として「課題探求能力」、｢課題解決能力｣を有するとともに、適切な企画・計画力、的確な判断力とそれらを実践できる力を身に付けてい
る。また、専門性の高い理論・指導技法を修得し、スポーツとの関りが多様化した社会におけるスポーツ指導・健康づくり指導・教育に寄与する能力を身に付けている。
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